
亀岡市の有機農業推進について

令和７年５月１４日（水）
亀岡市産業観光部農林振興課



有機農業とは （有機農業をめぐる事情 農林水産省） 2
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亀岡市の農業（2020農林業センサス） 4

１ 総農家数 2,153 （販売農家 1,445 自給的農家 708）

２ 農業経営体 1,487（うち団体40）
【概要】 耕地面積 0.5～1.0haが47％

販売金額50万円未満が46％

販売実績のある経営体の84％は稲作が売上１位

３ 経営耕地面積 1,641ha （田 1,509ha 畑121ha）

４ 販売目的の作付面積と経営体数
●水稲（食用）1,106ha 1,263 ●小豆57ha 125 ●大豆11ha 82

●小麦９ha 14、●ねぎ（露地）38ha 96

５ 経営体と作付面積（有機農業）
経営体 105/1,487（７％） 作付面積 76.4/1,528.1ha（５％）

※亀岡市の独自把握分 51経営体、51.1ha(R6.3末現在）



亀岡市の農業従事者数

■2020年から2030年の10年間で47.5％の従事者がリタイアの可能性あり。

■2050年にはわずか350人の可能性も。

（出典） 農林業センサスをもとに算出。

年齢別基幹的農業従事者数（個人経営体）
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（出典） 農林業センサスをもとに算出（2000年から2020年）
JA全中の推計を基に推計（2030年、2050年）
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概要 7

１ 世界に誇れる環境先進都市を目指す

プラスチックごみ削減からの流れ

２ アートとのコラボによる地域活性化

かめおか霧の芸術祭の盛り上がり

３ 農産物の高付加価値化、農業の担い手確保

有機食品市場の拡大

就農希望者の有機農業への関心の高さ



世界に誇れる環境先進都市へ

プラ製レジ
袋提供禁止

8

保津川下りの船頭
さんのゴミ拾いが
使い捨てプラス
チック製品の削減
へと発展

世界に誇れる環境
先進都市を目指す
流れへ



環境先進都市・アユモドキ 9

水田環境のバロメーター

国の天然記念物 アユモドキ
岡山と亀岡２カ所のみに生息

JR亀岡駅 京都・亀岡保津川公園
アユモドキ生息地
保護のため、
スタジアム整備場所
を変更

水田環境を維持した
公園整備へ

サンガスタジアムby KYOCERA



アートとのコラボ（かめおか霧の芸術祭）

「霧」を象徴として捉え、たくましい
「野良」の芸術を育てることを目的とし
た芸術祭。

「野良」とは有機的連関つまりオーガ
ニックであるということという認識に立
ち、農に関する事業も積極的に展開。
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農業の高付加価値化
有機農業の市場は急速に拡大中

（出典） 有機農業をめぐる事情（農林水産省）
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農業の担い手確保

有機農業を希望する就農希望者増加
新規就農者92名中39名（42％）が有機農業を実践
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みどりの食料システム戦略

有機農業の市場は急速に拡大中。

有機農業を希望する就農希望者増加。
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新規就農74名中24名が有機農業実践



オーガニックビレッジ宣言（2023）

地産地消・給食への展開拡大

有機農業の学校

独自認証制度の検討

京都・亀岡保津川公園

オーガニックビレッジ宣言
（2023/2/12）
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地産地消・給食への展開拡大

【小学校】
保津小学校でお米提供 （R4～）
全校での有機米提供開始（R6 1月～）
野菜もできるところから開始
にんじん、キャベツなど

【保育所】
自然保育を実施する４園で

野菜提供（R3～）
全園での野菜提供（R6～）
全園でのお米提供

（R4 12月～）
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亀岡市の給食提供体制
小学校→給食センター（4,900食/日）
中学校→R10からスタート（現在検討中、一部自校）
市立保育所・こども園→自園調理



地産地消・給食への展開拡大（有機米生産状況） 17

年度 令和3年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

生産者数
（組）

１ １ 19 25

生産面積
（a）

8 75 1,097 2,146

収量
（t）

0.2 1.6 26.7 48.2

充足率
（%）

0.3 2.4 40.5 73.0



有機農業の学校（亀岡オーガニック農業スクール） 18



有機農業の学校（亀岡オーガニック農業スクール） 19

コース名 プロ養成 スタディ オンライン

第1期
受講生

５名 20名 16名

うち就農者
３名

（市内3名）
５名

（市内４名）

第2期
受講生

４名 17名 12名



有機農業の学校（有機農業団地 ） 20



生産者への支援

１ 生産者への補助制度の創設
有機ＪＡＳ認証取得支援
（３年間 補助率：1年目7/10、２年目6/10、３年目5/10）
R7 .4.末現在 取得者 7組

2 農機シェアリング
サービス

3 農機具補助（市単費）
上限 150万円 補助率 １/2
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京都・亀岡保津川公園（オーガニックビレッジパーク ）

亀岡駅北側（約14ha）を有機農業の拠点に。
令和８年の全国都市緑化フェア
in京都丹波の会場としても活用

【活用（案）】
① 貸農園・市民農園・農業塾
② 実証実験
③ 有機農業関連イベント開催
④ 有機農業学校

22



目次

なぜ有機農業に取り組んでいるのか

亀岡市の概要

これからの取り組み・課題など

23

これまでの取り組み



これからの取り組み・課題など

★ 食育の推進
・令和９年 育親学園オーガニック自校給食開始
・食農教育への有機農業の導入
・保護者や市民への啓発の推進

★ 販路の拡大
・令和７年 かめおかふるさと公社（仮）設立
・集荷・出荷機能の強化
・小ロットで影響力の高い販売先の開拓
・加工施設などによるロスの削減、高付加価値化

★ 生産体制の強化
・有機農業団地の形成へ（スクールから就農への円滑な移行）
・少量多品目から中量中品目へ（産地化の推進）

★ 地産地消＋有機＋プラントベースフード
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